２０１１．２「わたしの部屋の知らない距離のなかで」☆　紹介ブログ

タイトル)昔、町に、美しい松葉杖の少女が

いました！！

少女は髪をなびかせ、松葉杖を前に前にくりだして、それはそれは、早く走るのでした！！

「わたしの部屋の　知らない距離のなかで」は、島さち子の処女作です。ういういしく、奇想天外でありながら、足に障害のある若い女の心理を見事に描いています。

　モデルはあの松葉杖の少女ではなかったかと？　わたしは、勝手に想像します。わたしたちの憧れ、だったのですから‥‥。遠い遠い日の物語です。

　――――することもなくて、朝から、うとうとしていた。ときどき、うっすらと目をあけると、しめきってある障子の桟が、空気と光をふくんで、灰色にぼうっと霞み、交わりの一つ一つが紐で結わえたように黒く膨らんでみえた。

　目の裏側もほの明るくて、輪をつないだ漫画じみたものが、アニメーションになって、ひょこひょこ動き回り、こめかみを枕に押し付けると、快い圧力で目のなかが暖かくなって、像の動きはクリーム色のもやにとけてしまう。
　
　わたしは見える目で凝視する。
何ものかが、知らない間に、どこから湧き出たのだろうか。障子は、白さのなかに、網目のような紙そのものの持つ厚さの薄曇りをみせ、それを背景に彼らがうごめく。

　立ち上がった。何気なく歩きだしたけれども、動作と意識がちがう。足を踏み出しているとわかりながら、進めない。自分の部屋のなかで、砂漠をいく旅人のように、歩き、疲れては休んだ――――

　――――やがて、わたしの彼は、部屋の中にオートバイを持ち込み、人々はハシゴを昇って、わたしの部屋に乗り込んできます。部屋に飲み込まれる、人、人、人！！
　「で、何万人入ってきたの！」わたしは彼に問いつづけます。

　明るくて、若くて、楽しい！！　そして、すこし、島さち子らしく、難解で‥‥‥。
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タイトル)　続)　昔、町に、美しい松葉杖の少女がいました！！

少女は髪をなびかせ、松葉杖を前に前にくりだして、それは、それは早く走るのでした！！

　ブログをお休みしている間も、今迄も、今も、この優しいタイトルにアクセスして下さる方があります。これは、「わたしの部屋の、知らない距離のなかで」のモデルではないかと、わたしが推測している少女像です。

　「わたしの部屋の、知らない距離のなかで」が、島さち子の処女作であることは前回お伝えしてあります。今日はこの作品にまつわるお話をしてみたいと思っていますが、その前に‥‥。

　「存在のエコー」「みんな幽霊になった」「ソ　ラ」「いとしのカメレオン」など、力を込めてご紹介してきたタイトルにブログをお休みしている間も、アクセスして下さった方々には、共感して下さる心の自由さを意識します。

　このブログを見る人々のなかに、何人の人が目をとめ、心を開いてくださるか？　それは、賭けのようなものでした。いいえ、今もなお。そう思っていますが、訪問してくださった人々に力づけられて、もう少し続けて見ようかと思いなおしました。

　始めから毛色の違っているのはこちら、なのだとの、ご指摘をいただいていたのですから‥‥。その上で、わたしは、みなさんのトホウモナイ自由さに賭けてみようと‥‥思ったのでした。

「わたしの部屋の知らない距離のなかで」は「存在のエコー」で当選する前年、候補作として最後まで残っていました。大岡昇平氏は授賞式で、「存在のエコー」が難解な人にはこの作品を見るようにと、奨めて下さいました。そんな、関係で、文芸誌「海」に掲載されたものです。

　この作品のよさを嗅ぎわけるアンテナをお持ちの方々が、時々、思いもかけないところからアクセスしてくださいます。みなさんもこのトホウモナイ、若々しい、島さち子の世界に踏み込んでみませんか？

　島さち子の世界は、このドアから入るのがふさわしいのかもしれません！！
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